
全国都市再生モデル調査報告

～港を中心としたまちづくり検討調査～

石垣市



港を中心とした街づくり検討調査の実施について

• 石垣市（以下本市とする）は、平成14年度に「海に開かれた
交流による都市観光の推進」として本部の選定を受け、まち
づくりの基本コンセプト、都市観光の推進の目標及び検討課
題としての具体的施策の展開の整理を行った。また、今年度
は、昨年度の検討結果を踏まえ、「港を中心としたまちづくり
検討調査」（以下本調査とする）として、「全国都市再生モデ
ル調査」の対象地区に選定された。

• 本調査は、社会実験を通じて、観光交流の拠点であり、生活
交通の拠点である石垣港を訪れる来訪者の中心市街地へ
の誘導方策を検討することにより、港づくりとまちづくりが連
携した都市再生の実現に向けた「まちづくり行動計画」をとり
まとめるものである。

はじめに



１．石垣市の都市観光の推進における取り組みと課題
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平成１６年２月末現在住民基本台帳人口　　 45,697人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（男　22,844人）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（女　22,853人）
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石垣市入域観光客数の推移
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船舶乗降人員数の推移

上陸人員
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○平成１５年の乗降人員数１８５万人のうち、約９８％に該当する１８１万人が今回の
調査カ所の離島埠頭を利用している

船舶乗降客人員数の推移



石垣市における都市観光の推進の目標（平成１４年度の都市再生の取り組み）

《まちづくりの考え方》

『海に開かれた交流による都市観光の推進』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　○ 港をゲートとしたまちづくり
　　　　　　　　　　　　　○ 歴史とふれあえるまちづくり
　　　　　　　　　　　　　○ 商店街の再生
　　　　　　　　　　　　　○ 人の流れの再編
　　　　　　　　　　　　　○ 広域拠点連携とネットワーク形成
　　　　　　　　　　　　　○ まちづくりマネージメント

石垣タウンツーリズム
「地域の人々や来訪者がふれあえるまちづくり」の実現に向けて



《都市観光推進上の目標》

ようこそ　とぅもーるへ　交流拠点いしがき
～海に開かれた交流による都市観光の推進のために～

１．観光拠点・生活拠点にふさわしい港づくり
…石垣港離島ふ頭再開発事業など港湾計画の推進により、安全性、利便性に
富んだシンボリックな港づくりを進める。また、民間活力の導入により、石
垣港にふさわしい施設整備を誘導する。

２．わくわく拠点づくり
…中心商店街と石垣港との結節点として、「わくわく駐車場」周辺を商業

・文化・余暇・業務・住居・交通等の機能を複合した拠点として再整備する
。

３．楽しい商店街づくり
…賑わい拠点の整備や景観の整備、商業活性化のためのソフト事業の推進

など、観光客と市民で賑わう、歩いて楽しい商店街づくりを推進する。

４．港から街なかへ人を誘うルートづくり
…シンボリックな港から街なかへ人を誘うルートづくり、わくわく駐車場

周辺と港、商店街（市場）を巡るルートづくりを行う。

５．もてなしの人づくりと観光情報の発信
…観光客と買い物客をもてなす人づくり、もてなす仕組みづくりを進める

。



石垣港離島さんばし

中央商店街
公設市場

バスターミナル

徒歩で１０分

八重山圏域の離島への玄関口であり
約１８０万人の乗降客があり活気がある

空き店舗がみられ、中心市街地の空洞化がみられる



２．港とまちを結ぶ社会実験の実施と検証

港から街なかへの動線誘導を図り、その効果や課題を検討することにより、
今後の都市観光の推進に生かしていくことを目的とする。

（１）　社会実験の目的

（２）　社会実験の概要

①離島さんばしから７３０交差点までの路面の着色
②離島さんばしからあやぱにモールまでの案内板の設置
③７３０交差点付近における懸垂幕の設置
④案内マップの配布

（３）　実験の実施時期

平成16年2月16日（月）から2月29日（日）までの2週間実施した。

（４）　評価の手法
　社会実験の結果の評価としては、実際に港から街なかまで歩いた人
を対象としたアンケート調査、モール内の個別商店のインタビュー調査
を行った。アンケート調査については、社会実験のPRも兼ねて実験期
間中継続して実施した。インタビュー調査については社会実験の最終
日に実施した。
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あやぱにモール

公設市場

懸垂幕の設置



アンケート・マップの配布

あやぱにモール

公設市場

案内板の設置　マップの配
布



アンケートの回収

公設市場内の「いちば食堂」
でアンケートを回収

あやぱにモール

公設市場



悪い理由
・ごみの多さやわかりづらさ

良い理由
・お店の個性や雰囲気

悪い理由
・賑わいがない
・さみしい感じがする

１）アンケート結果

分からない 32
(17.9%)

無回答 10
(5.6%)

良くない 49
(27.4%)

良い 88
(49.2%)

港づくりについて

良い 64 (35.8%)

良くない 66
(36.9%)

分からない 38
(21.2%)

無回答 11 (6.1%)

商店街のまちづくりについて

良い理由
・船便の利便性や効率性



無回答 3( 1.7%)

分かりにくい 64
(35.8%)

少ない・見あたらな
い 43 (24.0%)

その他 5 (2.8%)

分かりやすい 64
(35.8%)

案内板について

無回答 3 (1.7%)

その他 23 (12.8%)

歩きにくい 52
(29.1%)

きれいで歩きやす
い 101 (56.4%)

路面着色・歩道について

・設置数や分かりやすさに課題がある ・設置数や分かりやすさに配慮
すれば効果が期待できる



有効だと思う 130
(72.6%)

有効だと思わない
24 (13.4%)

分からない 23
(12.8%)

無回答 2 (1.1%) 無回答 4 (2.2%)

分からない 53
(29.6%)

有効だと思う 97
(54.2%)

有効だと思わない
25 (14.0%)

案内板・路面着色の有効性について ７３０交差点のスクランブル化について

・設置数や分かりやすさに配慮
すれば効果が期待できる

・他県からの来訪者よりも石垣市
内在住の方のほうが高い期待を
だいている



0 20 40 60 80 100

離島さんばしで案内板の設置や商店街の宣伝をする

離島さんばしから７３０交差点の出入り口を広くする

乗船券に商店街で使える粗品券、割引券をつける

商店街の夜間の営業時間を延長する

商店街周辺に駐車場を確保する

歩道の整備

その他

無回答

港から市場等への誘導方法について



２）商店街インタビュー調査

多くの店が「人通りは増えた」と回答しており、案内板や路面
着色については、「今後も継続してやっていくべき」という回答
を多くいただいた

☆

その反面、「意見がどこまで反映されるのか見えない」、「現場
の意見が大切」、「地元の意見を聞きながらやってほしい」など
の意見も多くあり、今後の要検討課題として考えられる。

☆



３）懇談会における意見交換

フィールドワーク及びワークショップ風景

「石垣のみなと女性フォーラム」を開催し、社会実験箇所のフィールドワークを
実施するとともに、ワークショップによる意見交換を行った。



４）社会実験の効果と港づくり・まちづくりの課題のまとめ
《実験の仕様についての効果と課題》

・さんばし等でもっとPRしながら配布す
ると良い。
・デザインや記入する情報の量・質につ
いては検討が必要。

・案内板だけでなく、紙のマップで持ち
歩きできるものは有効。

案内マップ

・実験の仕様では着色区間が分断されて
おり、連続性が必要。また、案内板等と
のデザインの統一性が必要。
・模様だけだと何のためのものか分かり
づらいので、直接文字を入れるなどの検
討が必要。

・ミンサー織り模様の着色は、石垣をPR
するのに有効である。
・色合いについては様々な意見があった
が、美観・景観上の役割も大きい。

路面着色

・案内板は、デザインや設置場所、見や
すさ（サイズ、大きさ）等のバランスに
もっと配慮して検討することが必要。
・既存の案内板の活用や連携が必要だが
、デスクスタイルのものは高さ等に問題
がある。

・人の流れを誘導する上で設置の取り組
み自体は有効であった。
・懸垂幕は適当な大きさで分かりやすい
。目印になりやすい。

案内板、
懸垂幕

課　題
効　果



・モールや公設市場のさんばしにおけるPR、宣伝が必要。
・複数ルートのネットワーク化が必要。
・安全で歩きやすい路面の整備が必要。　　　　　　　　　　など…

その他

・2段階横断の煩わしさや交通島で待たねばならないなどの点から、スクランブル化を望む意見
は高い。

７３０交差点

・来訪者側からは、活気のなさ、営業時間の短さなどの指摘が多い。
・商店側からは、案内板や路面着色等の継続も必要だが、観光会社との連携などソフト的なアプ
ローチや、モールそのものの魅力の向上が求められている。具体的には休憩場所や交流空間を確
保したり、生花をディスプレイしたりなどの意見があった。

あやぱにモール、
公設市場

・待合いスペース等のボリューム的な問題や、（船の）案内の不足、ごみ・吸い殻などの美化面
での指摘が多くあげられた。

離島さんばし周辺

課　　　題

《港づくり・まちづくりの課題》



３．まちづくり行動計画

中心市街地の賑わいづくり

石垣港離島桟橋の再開発

「まち」情報の発信

「港」情報の発信

離島へ
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図３－１　基本方針の概念図

３－１　基本方針
これまでの石垣市の都市再生、観光振興及び中心市街地活性化の取り組みに
おいて、港湾整備や商店街の活性化、情報機能の充実などが位置づけられ、実
現化に向け動いている。これらの取り組みにあわせ、社会実験を通じて観光客や
商店街からあがってきた様々な意見・提案を踏まえ、港づくりとまちづくりが連携し
た都市再生に向け、次のような基本方針を設定する。



N

⑤観光ルート設定事業

①港とまちの案内板の整備

②歩道景観の整備

③コミュニティ道路の整備

④７３０交差点の整備

行動計画①「港とまちの一体的なネットワーク整備」
■
ま
ち
づ
く
り
行
動
計
画
図
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行動計画②「石垣港離島桟橋の再開発」

⑦エントランス広場の整備

（ソフト事業）

⑨石垣情報受発信事業

⑥石垣港離島埠頭再開発事業

⑧とぅもーるネットセンターの整備
（離島桟橋におけるプラットホーム構築）

⑩ユニバーサルデ
　　　ザインの導
入
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行動計画③「中心市街地の賑わいづくり」

⑪あやぱにモール内の賑わい拠点整備
（公設市場再整備、JA跡地活用）

⑫わくわく駐車場
周辺再整備事業

⑬中心市街地エント
ランスの整備

⑭商店街イベント
事業



４．今後の検討課題

１）市民との協働

　港づくりとまちづくりの連携した都市再生の推進にあたって、
市民の参加、市民との協働に留意しながら、様々な分野のま
ちづくりの人材育成に努めていくことが重要である

２）既定プロジェクトとの調整

　新石垣空港整備や、それに伴うアクセス道路の事業などを
はじめとした既定プロジェクトと十分調整をしながら進めてい
くことが必要である。

３）マネージメント力の強化

　中心市街地のまちづくりにあたっては、中心市街地活性化
法で位置付けられたＴＭＯである㈱タウンマネージメント石垣
の役割が重要である。

４）予算措置及び事業制度の検討

　計画的かつ優先的な予算の調整及び確保が必要であり各
種のまちづくりの事業制度の導入を積極的に検討していくこ
とが必要である。


